
基本構想・ 後期基本計画
～第 3 期霧島市ふるさ と 創生総合戦略～

概要版

資料１(概要版）
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　 第二次霧島市総合計画は、まちの将来像とまちづく りの基本方針を明らかにし、その実現に向

けた具体的な施策を体系的に示した上で、市民と共に考え、共有し、行動する協働と連携のまち

づく りを進めていく ための計画です。また、総合的かつ計画的な市政運営を図るための最上位計

画であり、各分野の個別計画や施策は、本計画に即して策定・ 展開していきます。

　 なお、本計画に統合する「 第３期霧島市ふるさと創生総合戦略」については、人口減少や少子高

齢化、地域経済の規模縮小などの課題克服に向け、総合計画の政策分野の枠組みを超えて重点

的に取り組む「 KIRISHIM Aみらいプロジェクト 」として位置付けます。

総合計画と は1

2
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基本構想

基本計画（ 前期） 基本計画（ 後期）

1 0 年間

５ 年間 ５ 年間

基 本 構 想

基 本 計 画

総 合 戦 略

10  年間　 平成3 0 (2018 )年度～令和9(2027 )年度

まちづく り の基本理念と 将来の目指すべき都市像を示すとともに、これを実現

するための基本方針(6つの政策)等を示すも のです。
基 本 構 想

計画期間

 ・ 前期5 年間　 平成3 0 (2018 )年度～令和4(202 2 )年度

 ・ 後期5 年間　  令和5(202 3 )年度～令和9(202 7 )年度

基本構想に基づく 市政の基本的な計画であり 、基本方針(6つの政策)を達成す

るための施策の体系(施策と 基本事業)を示すも のです。
基 本 計 画

計画期間

計画の構成と 期間
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3 本市を 取り 巻く 社会環境の変化

2 人口減少・ 少子高齢化の進行

3 安全・ 安心なまちづく り

4 デジタ ル化の進展と 多文化共生社会

5 地球レベルでの環境問題の進行、SD G sの推進

6 持続可能な行財政運営

1 新型コ ロナウイルス感染症の拡大に伴う 社会の変化

基本構想4

基本理念

世界にひらく 、人と 自然・
歴史・ 文化がふれあう 都市

　 空港や高速道路、鉄道を有する交通

の要衝としての本市の優位性を生かす

とともに、成長著しいICT化の流れに対

応し た戦路的なシティ プロモーショ ン

の推進により、「 世界にひらく 都市」を目

指します。

　 さらに、本市の豊かな自然や特色あ

る歴史・ 文化を、貴重な財産として次世

代に継承するため、今後も 適切な保全

に努めるとともに、教育、産業振興など

の各分野の施策に積極的に活用し 、本

市の未来を担う 郷士愛豊かな人材の育

成や地域特性を生かし たまちづく りを

推進することにより 、「 人と 自然・ 歴史・

文化がふれあう 都市」を目指します。

人にやさ し く  人をはぐく む
一人ひとり が輝きにぎわう
多機能都市

　 多く の人の訪れが、まちに「 にぎわ

い」をも たらし ます。人が安全・ 安心な

「 く らし 」を 享受し 、人と 人と のつなが

り を 通じ た支え合いの中から「 やさ し

さ 」が生ま れ、家庭・ 地域・ 学校など

様々な場面において人を「 はぐく み」、

持続可能なまちが創造さ れます。

　 そのため、市民や企業・ N PO などの

様々な 主体がそ れぞれの役割を 担

い、知恵を 出し 合いながら 、人と 人と

が共に 地域の課題解決に取り 組む

「 きょう どう 」のまち づく り を 進めると

と も に、こ れまで以上に、市民に「 し ん

ら い」さ れる行財政運営に努めます。

将来像基本理念
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政　 策 6 施　 策 20

1-1 地域産業の活性化

1-2 活力ある農・ 林・ 水産業の振興

1-3 地域特性を生かし た観光の推進

1-4
地域旅客運送サービスの
持続可能な提供の確保

2-1 自然と 共生する
良好な生活環境の形成

2-2 地球にやさ し い循環型社会の形成

2-3 快適生活の基盤づく り の推進

2-4 市民生活の安全性の向上

3 -1 健康づく り の推進と 医療体制の充実

3 -2 安心して子ども を
産み育てら れる環境の充実

3 -3 高齢者が地域で自分らし く
暮らし 続けら れる環境の充実

3 -4 共生する地域社会の実現

4 -1 立志と 将来への希望を育む
学校教育の充実

4 -2
多様な学びを支援する
社会教育の充実

4 -3 スポーツ・ 文化に親し む環境づく り

5 -1 活力ある地域づく り の推進

5 -2 人権尊重・ 男女共同参画
の推進と 多文化共生

5 -3 市の魅力と 価値を高める
多角的施策の展開

6 -1 市民の視点に立った
行政サービスの提供

6 -2 持続可能な行財政運営の推進

し んら い
信頼さ れる

行政経営による
まちづく り

6

にぎわい
産業の活力があふれ、

交流と 賑わいが
生まれるまちづく り

1

く ら し
みどり あふれる

快適で暮ら し 続けたい
まちづく り

2

やさ し さ
誰も が支えあいながら
生き 生き と 暮ら せる

まちづく り

3

はぐ く み
社会を生き 抜く 力と

生涯を通じ て
学びあう 力を 育む

まちづく り

4

きょ う どう
市民と つく る
協働と 連携の
まちづく り

5

基本構想1 0 年

1 農林水産業の担い手の育成・ 確保

1 国内外の観光客の誘致

1 総合的な公共交通の連携の強化

1 地域を支える産業の育成・ 支援

1 自然環境の保全

1 ごみの減量化・ 資源化

1 良質な住環境の整備

1
防災基盤の整備と
災害復旧対策の推進

1 健康づく り の推進と 拠点の整備

1
妊娠期から乳幼児期までの
切れ目のない支援の充実

1
介護予防の推進と

高齢者の生きがいづく り の充実

1
障がい者（ 児）への
福祉サービスや支援体制の充実

1 生きる力を育む体験・ 交流活動の充実

1
夢実現のための学力の向上と

個性を育む教育の推進

1 スポーツに親し む環境づく り の推進

1 市民活動の支援と 協働の推進

1 人権教育・ 啓発の推進

1 産官学と の連携の推進

1
デジタル技術を活用した
行政サービスの充実

1 効率的で適応力に富んだ行政運営

後期基本計画5



5

基 本 事 業 68
K IRISH IM A みら いプロジェ クト

第3 期総合戦略
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※丸数字は基本事業の番号です。

4 魅力的な就業環境と 担い手の確保

4 水の安定供給と 適正な排水処理

4 健全な消費生活の推進

4 結婚を 希望する人への支援

4 社会保障制度の円滑な運営

4 文化財の保存・ 継承と 活用

4
専門高校としての魅力を高める

高等学校教育の充実

4 平和意識の醸成

4 議会運営への支援

4 公有財産の適切な管理と 利活用

2 生産基盤の整備と 農山漁村の振興

2 観光素材の創出と 活用

2
バス交通の利便性向上と

効率的運行

2 創業支援と 企業誘致

2 大気・ 音環境の保全

2 ごみの適正な排出・ 処理

2
道路ネット ワークの構築と

道路施設の維持

2 火災の予防と救急・ 救助体制の充実

2 質の高い医療体制の確保

2
多様なニーズに応じ た
子育て環境の充実

2 高齢者の生活支援サービスの充実

2 障がい者の自立と社会参加の促進

2
地域ぐるみで子ども の成長を

支える体制づく り

2
豊かな心と 健康な体を育む

支援体制の充実

2 芸術文化に親し む環境づく り の推進

2 中山間地域の活動支援

2
あらゆる分野における

男女共同参画の推進

2 広域的な連携の推進

2 市職員の人材育成の推進

2
歳入に見合った予算編成と

適正な予算執行

3 霧島ブランド の確立と 販路の拡大

3 農林水産業の稼ぐ力の向上

3 利便性の高い観光地づく り の推進

3 環境保全意識の向上

3 地球温暖化対策の推進

3
計画的な土地の活用と

良好な景観づく り

3 交通安全・ 防犯対策の推進

3
健康危機に備えた

感染症対策の強化

3 子育てに関する負担軽減の推進

3
住民参加と 互いに支え合う

地域福祉の推進

3 生活困窮者等への支援

3
多様な学びを支援する

学習環境の充実

3 多様な教育活動・ 支援環境の充実

3 移住定住の促進

3 多文化共生の地域づく り

3 シティ プロモーショ ンの推進

3 市民と 行政による情報の相互活用

3 適正・ 公平な課税・ 収納

後期基本計画（ 5 年）
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1
政 策

にぎわい

産業の活力あふれ、

交流と 賑わいが生まれるまちづく り

地域産業の活性化

活力ある 農・ 林・ 水産業の振興

地域特性を 生かし た観光の推進

空港・ 鉄道・ バス等が相互に連携し 、利便性の高い総合的な公共交通ネット ワークの
構築を目指します。

バス の利用実態や地域ニ ーズを 踏まえた運行形態の見直し を 行う と と も に、
M aaS※、AI※の導入など、新し い技術やアイデアを積極的に導入します。

●

●

地域旅客運送サービ スの持続可能な提供の確保

施策で目指す姿

社会環境や旅行形態の変化などに対応し た誘客対策を 推進し 、観光客の増加を
目指すとと もに、戦略的な情報発信により「 観光地・ 霧島」の知名度向上を図ります。

国内外の観光客に「 選ばれる」「 また訪れたく なる」観光地と なるよう な観光素材の
創出や活用を推進します。

社会環境の変化や新たな観光ニーズに対応すること で、「 誰も が訪れたく なる 」
「 安心・ 快適な」「 利便性の高い」観光地づく りを推進します。

●

●

●

施策で目指す姿

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略

地域を支える産業の

育成・ 支援

総合
戦略 創業支援と 企業誘致

総合
戦略

霧島ブランド の確立と
販路の拡大

総合
戦略

魅力的な就業環境と

担い手の確保

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略 国内外の観光客の誘致

総合
戦略 観光素材の創出と 活用

総合
戦略

利便性の高い
観光地づく り の推進

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略

農林水産業の

担い手の育成・ 確保

総合
戦略

生産基盤の整備と

農山漁村の振興

総合
戦略 農林水産業の稼ぐ 力の向上

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略

総合的な公共交通の

連携の強化

総合
戦略

バス交通の利便性向上と

効率的運行

農林水産業の生産性の向上や労働環境改善に対する支援を行い、担い手や新規
就農・ 就業者の育成・ 確保に努めます。

農林水産業を支える生産基盤の整備・ 保全に取り 組み、地域特性を生かし た農山
漁村の振興を図ります。

良質で付加価値の高い農林水産物の生産と 消費拡大等を 促進すること で、農林
水産業者の所得の向上と 経営安定を目指します。

●

●

●

施策で目指す姿

商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化につながる 各種支援策の充実
を図ること で、商工業者の所得向上を目指し ます。

創業支援やリノ ベーショ ンまちづく りによる産業の育成・ 創出を推進するとと も に、
本市の強みを生かし た企業誘致活動を展開し 、活力ある産業基盤を形成します。

「 ゲンセン 霧島」のさ ら なる 知名度向上と 、認定品の販路拡大・ 販売促進を 目指
し ます。

関係機関と の連携を 強化し 、多様な人材の就労や多様な働き 方を 支える環境づ
く り 、若者の地元定着に努めます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

施策1-1

施策1-2

施策1-3

施策1-4
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2
政 策

く らし

みどり あふれる快適で

暮らし 続けたいまちづく り

自然と 共生する 良好な生活環境の形成

森林・ 河川・ 干潟などの環境保全対策を 推進すること により 、山・ 川・ 海など多彩
で豊かな自然環境を次世代に引き 継いでいきます。

大気汚染等の状況把握に努めると と も に、工場・ 事業場等の騒音・ 振動・ 悪臭防
止対策を推進し 、住みよい環境を次世代に引き 継いでいきます。

環境学習・ 環境保全活動を推進し、市民や事業者の環境保全意識の向上を図ります。

●

●

●

施策で目指す姿

地球にやさ し い循環型社会の形成

快適生活の基盤づく り の推進

住環境の計画的な 整備を 推進し 、市民が快適さ と 暮らし やすさ を 実感し 、安心
し て住み続けら れるまち を目指し ます。

幹線道路のバイパス整備、地域の拠点施設を結ぶアクセス道路※の整備など市内
の道路網の強化や円滑な交通環境の確保を目指します。

社会情勢の変化に適応し ながら 、自然や産業等、地域の特性を 生かし た土地利
用、景観の形成を図ること で、安全・ 快適に生活し 続けら れるまちを目指し ます。

上下水道施設等の計画的な整備・ 改修、耐震化等や、適切な排水処理施設への
転換・ 接続を 図り 、水の安定供給と 適正な排水処理を 目指し ます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

ラ イ フ スタ イ ルに応じ た4 R※活動等の普及・ 啓発を 展開し 、ご みの減量化を 推
進し ます。

不法投棄の防止やご み処理施設の安定的な運営等により 、廃棄物の適正な処
理を 推進し ます。

市民や事業者等に、さ ら なる 省エネ活動の実践や再生可能エネルギーの利用
を 促し 、脱炭素社会※の実現に向けたラ イフ・ ビ ジネススタ イ ルの定着を 目指し
ます。

●

●

●

施策で目指す姿

災害に備えた危機管理と 防災力の充実、強化を 図ると と も に、市民と の連携に
よる総合的な防災対策に取り 組みます。

火災予防啓発活動を 通じ て、火災発生を 未然に防ぐと と も に、救急隊員と 応急
手当を 習得し た市民と の連携による 救命率の高い救急・ 救助活動の推進に取
り 組みます。

市民・ 警察・ 事業者等と一体となり、交通事故や犯罪が起きにく いまちを目指します。

消費者被害の未然防止と 被害拡大の防止に努めます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

市民生活の安全性の向上

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略 良質な住環境の整備

総合
戦略

道路ネット ワークの構築と

道路施設の維持

計画的な土地の活用と

良好な景観づく り

水の安定供給と
適正な排水処理

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

防災基盤の整備と
災害復旧対策の推進

総合
戦略

火災の予防と 救急・
救助体制の充実

総合
戦略 交通安全・ 防犯対策の推進

健全な消費生活の推進

総合
戦略 ごみの減量化・ 資源化

総合
戦略 ごみの適正な排出・ 処理

総合
戦略 地球温暖化※対策の推進

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略 自然環境の保全

大気・ 音環境の保全

環境保全意識の向上

施策2 -1

施策2 -2

施策2 -3

施策2 -4



3
政 策

やさし さ

誰も が支えあいながら

生き生きと 暮ら せるまちづく り

健康づく り の推進と 医療体制の充実

安心し て子ども を 産み育てら れる 環境の充実

高齢者が地域で自分ら し く 暮ら し 続けら れる 環境の充実

障がい者（ 児）と その家族に対し 、成長の段階に応じ た療育・ 就労・ 生活支援サービ
ス等の提供体制を構築します。

関係機関と 連携し 、障がい者が地域の中で日常生活を過ごし 、社会活動や経済活動
等に参加できる共生社会※の実現を目指します。

生活に課題を抱える人々の孤立を防ぎ、自立し 、安定し た生活を送れるよう に、地域
全体で見守り 、支援する体制を構築します。

市民生活を生涯にわたり 支えるため、健康維持や医療、介護保険のさら なる適正化
等を図りながら、関係機関と 連携し 、社会保障制度の安定運営に努めます。

●

●

●

●

共生する 地域社会の実現

施策で目指す姿

住民主体の通いの場を 基本とし た介護予防の取組や、専門職のサポート 体制を
充実さ せること で、高齢者の自立支援や要介護度※の重度化防止を図ります。

高齢者が住み慣れた地域や施設等で、自分らし い暮らし を 続けるこ と ができ る
よう 、地域包括ケアシステム※の構築を推進し ます。

地域住民による支え合い活動に自発的に取り組める地域づく りを目指します。

●

●

●

施策で目指す姿

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

関係機関や地域と の連携を強化し 、妊娠期から 乳幼児期まで、切れ目のない支援
体制を構築するよう 努めます。

子育ての幸せや楽し さ を実感でき、「 霧島市に住みたい、霧島市で子育てし たい」と
思えるよう な子育て環境の充実に努めます。

子育てし やすいまちの実現を目指し 、各種支援策の充実に努めます。

結婚を希望する人への出会いの場の提供などの支援に取り 組みます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

市民の主体的な健康づく り を 推進し 、疾病の早期発見や特定保健指導※等による
重症化予防、こ こ ろ の健康づく り に努めると と も に、市民の健康づく り や子育て
支援の新たな拠点と なる多機能・ 複合的な保健センタ ーの整備を進めます。

市立医師会医療センタ ーの施設整備を 進めると と も に、姶良地区医師会等と 連
携し 、一次救急医療・ 二次救急医療体制のさ ら なる充実を図り ます。

感染症の予防や拡大防止対策に取り 組むと と も に、新たな感染症に即応でき る
健康危機管理体制の充実を図ります。

●

●

●

施策で目指す姿

施策3 -1

施策3 -2

施策3 -3

施策3 -4

8

障がい者（ 児）への福祉サー

ビスや支援体制の充実

健康づく り の推進と

拠点の整備

総合
戦略 質の高い医療体制の確保

健康危機に備えた

感染症対策の強化

介護予防の推進と 高齢者の

生きがいづく り の充実

高齢者の

生活支援サービスの充実

住民参加と 互いに支え合う

地域福祉の推進

総合
戦略

妊娠期から 乳幼児期までの

切れ目のない支援の充実

総合
戦略

多様なニーズに応じ た

子育て環境の充実

総合
戦略

子育てに関する

負担軽減の推進

総合
戦略 結婚を希望する人への支援

障がい者の自立と

社会参加の促進

生活困窮者等への支援

社会保障制度の円滑な運営
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SD Gs推進で持続可能なまちづく り

SD G s(Susta in a b le  D eve lo p m ent G o a ls= 持続可能な開発目標）は、平成2 8（ 2 0 1 6 ）年から 令和1 2（ 2 0 3 0 ）年までの国際目標のこと で、誰一人取り

残さ ない、持続可能な世界を実現するための1 7 のゴール（ 目標）が掲げられています。

後期基本計画においては、施策ごとにSD Gｓ の目標を関連付け、SD Gｓ 推進に取り 組むこととし ています。

4
政 策

はぐく み

社会を生き抜く 力と 生涯を通じ て

学びあう 力を育むまちづく り

立志と 将来への希望を 育む学校教育の充実

児童生徒の夢実現のため、学力向上やキャリ ア教育※の充実、きめ細かな教育支
援に努めるとと も に、教職員の資質向上に努めます。

自他を思いやる気持ちや高い規範意識※を 身に付け、社会で自立できる、健康で
たく まし い人材の育成を目指し ます。

地域や関係機関と 連携し た学校支援体制を構築し 、特色ある教育活動を 推進す
るとと も に、安全・ 安心な教育環境の整備に努めます。

国分中央高校は魅力ある専門高校とし て、歴史・ 伝統を 継承し つつ、時代と 社会
の変化に対応できる人材の育成を目指し 、さ ら なる活性化に取り 組みます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

多様な学びを 支援する 社会教育の充実

スポーツ・ 文化に親し む環境づく り

市民が夢や希望を 持って生涯にわたり 、それぞれの志向に合ったスポーツやレ
クリ エーショ ン 活動を 継続できる 環境づく り に取り 組みます。

優れた芸術文化に触れること ができ るよう 、多様なジャン ルの芸術文化を 楽し
むこと のでき る機会を 提供し 、積極的な情報発信に努めます。

●

●

施策で目指す姿

体験活動等を 通し て、心身共にたく まし い「 きりし まっ子」を 育成し 、子ども たち
が夢や目標を 持てるよう な取組を 推進し ます。

地域学校協働活動の推進や家庭・ 地域の教育力の向上により 、地域ぐ るみで青
少年を 育成する気運を 醸成し ます。

市民の学習のための環境や内容の充実、成果の還元、情報の提供に努めます。

文化財に触れ、学ぶ機会を 積極的に設けること で、郷土に誇り を 持つ心の醸成
や文化財の保存・ 活用を 図り 、貴重な遺産を 後世に伝えます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

施策4 -1

施策4 -2

施策4 -3

総合
戦略

スポーツに親し む

環境づく り の推進

総合
戦略

芸術文化に親し む

環境づく り の推進

総合
戦略

夢実現のための学力の向上

と 個性を育む教育の推進

豊かな心と 健康な体を育む

支援体制の充実

多様な教育活動・ 支援環境

の充実

総合
戦略

専門高校としての魅力を

高める高等学校教育の充実

総合
戦略

生きる力を育む

体験・ 交流活動の充実

地域ぐるみで子ども の

成長を支える体制づく り

多様な学びを支援する

学習環境の充実

総合
戦略 文化財の保存・ 継承と 活用
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5
政 策

きょ う どう

市民と つく る

協働と 連携のまちづく り

活力ある 地域づく り の推進

人権尊重・ 男女共同参画の推進と 多文化共生

市の魅力と 価値を 高める 多角的施策の展開

多様化・ 複雑化する 市民ニーズに対し て、効率的かつ効果的なサービ スを 提供
するため、産官学※等が一体と なった課題解決を推進し ます。

行政区域を 超えた近隣自治体等と の連携を 深め、広域的な視点に立って共通課
題の解決に取り 組みます。また、霧島ジオパーク を 構成する 地域の持続可能な
発展を目指し 、ユネスコ 世界ジオパーク 認定に向けた活動を推進し ます。

市民参加型の情報発信の強化など、市民と 一体と なったまち づく り や魅力の発
信に取り 組みます。

●

●

●

施策で目指す姿

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略

市民活動の支援と

協働の推進

総合
戦略 中山間地域の活動支援

総合
戦略 移住定住の促進

平和意識の醸成

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

産官学と の連携の推進

総合
戦略 広域的な連携の推進

総合
戦略

シティ プロモーショ ンの

推進

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

人権教育・ 啓発の推進

あらゆる分野における

男女共同参画の推進

多文化共生の地域づく り

一人一人が国籍・ 年齢・ 性の違い、障害の有無等、多様性を 認め合いながら 、互
いに人権を尊重し 、生き生きと 輝き 暮ら せるまちを目指し ます。

男女の人権が尊重さ れ、多様な生き 方の選択や個性・ 能力が発揮できる、誰も が
安心し て暮ら すこと ができるまちを目指し ます。

関係団体と 連携し た交流事業等を 通じ て、外国人住民を 含め、誰も が個性と 能
力を生かせる多文化共生のまちを目指し ます。

戦争の悲惨さ を 次世代に語り 継いでいく こと により 、市民が平和の大切さ や命
の尊さ への理解を深めること ができるまちを目指し ます。

●

●

●

●

施策で目指す姿

地域住民や関係者が連携し 、地域の維持・ 活性化に努めるとと も に、地域への愛
着を深めること で、暮らし やすく 、魅力ある地域社会づく り を目指し ます。

地域や関係機関と 連携し た取組を 推進し 、地域住民がいつまでも 暮らし ていけ
る活力ある中山間地域づく り を目指し ます。

関係人口※の拡大や移住定住の促進等を 通じ 、個性豊かで活力のある地域社会
の形成を目指し ます。

●

●

●

施策で目指す姿

市民と 共に考え、共有し 、行動する協働と 連携のまちづく り を進めるため、各施策に市民・ 地域・ 事業者等に期待する役割とし て「 みんなができること 」を記

載し ています。

施策5 -1

施策5 -2

施策5 -3

協働と 連携のまちづく り へ「 みんなができること 」
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政 策

し んらい

信頼さ れる

行政経営によるまちづく り

市民の視点に立っ た行政サービ スの提供

誰も が、いつでも 、どこ でも 、安心し て、一人一人のニーズに合った行政サービ ス
を選択できるデジタ ル社会の実現を目指し ます。

質の高い行政サービスを提供できるよう 、改革・ 改善を不断に行う とと も に、積極
的な人材育成を図ります。

行政情報をより 分かり やすく 伝えると と も に、市民ニーズを 的確に把握すること
で、「 市民と 行政による情報の相互活用」を構築し ます。

議会活動に対する市民の関心を高めるための支援を行います。

●

●

●

●

施策で目指す姿

持続可能な行財政運営の推進

社会環境の変化により 多様化する 行政課題に対応するため、限ら れた資源を 有
効に活用し ながら 、効率的で効果的な行政運営を進めます。

持続可能な健全財政を 確立するため、歳入確保や歳出削減により 一層取り 組む
とと も に、政策効果を見極め、歳出の最適化に努めます。

歳入のう ち 自主財源※の根幹と なる 市税、住宅使用料等の収納率の向上に努め
ます。

公共施設保有量の適正化等による経費削減や未利用財産の売却、公共施設の有
効活用による新たな財源の確保に取り 組みます。

●

●

●

●

施策で目指す姿
目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
事
業

総合
戦略

デジタ ル技術を活用し た

行政サービスの充実

市職員の人材育成の推進

市民と 行政による

情報の相互活用

議会運営への支援

効率的で適応力に富んだ

行政運営

歳入に見合った予算編成と

適正な予算執行

適正・ 公平な課税・ 収納

総合
戦略

公有財産の

適切な管理と 利活用

第3 期霧島市ふる さ と 創生総合戦略 ～K IRISH IM A みら いプロジェ クト ～

　 総合戦略(KIRISH IM A  みら いプロジェクト )は、本市の地方創生に関

する目標や施策の基本的方向等について定めるも ので、「 1  訪れたいま

ち」「 2  住み続けたいまち」「 3  働きたいまち」の3つの基本目標の実現に

向け、総合計画の6 つの政策分野を 横断し て、重点的に取り 組むべき 事

項を再掲し たも のです。

【 計画期間】令和５（ 2 0 2 3）年度～令和９（ 2 0 2 7）年度

基本目標1

訪れたい
まち

基本目標2

住み続けたい
まち

基本目標3

働きたい
まち

I・ J・ U  “ 移住天国霧島”魅力倍増計画

“ 感動”を 生み出す霧島流「 五感再生ツーリ ズム」

訪れたいまち基本目標

結婚・ 出産・ 子育て支援の充実

子ども の夢と 豊かな心を育む教育の推進

住民自治の推進による魅力ある地域社会の形成

既存スト ッ ク 活用等による地域の活性化

住み続けたいまち基本目標

公共交通の見直し 等による生活利便性の向上と
地域間連携の推進

環境と 調和し たまちづく り の推進

デジタル・ト ランスフォーメ ーショ ン（ D X）の推進

「 強み」を 生かし た企業の誘致、中小零細企業の
多様で活力のある成長・ 発展の実現

多様な人材と 市内企業をつなぐ 就職マッ チング

「 強い」農林水産業の育成、
「 稼ぐ 」農林水産業の創造

働きたいまち基本目標

施策6 -1

施策6 -2

6
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